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学
習
交
流
会
は
、
初
日
（
13
日
）

に
司
会
の
鈴
木
副
議
長
か
ら
「
こ
の

一
年
間
、
外
注
化
や
組
織
拡
大
も
あ
っ

た
。
様
々
な
運
動
に
つ
い
て
報
告
し

学
び
な
が
ら
今
後
の
運
動
の
糧
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
開
催
の
挨

拶
に
続
き
、
主
催
者
挨
拶
と
し
て
小

野
議
長
か
ら
「
８
年
前
、
こ
の
場
所

の
こ
の
会
場
で
第
１
回
工
作
交
流
会

が
開
催
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
回
を
重
ね
、
分
散
会
を

行
っ
た
方
が
い
い
と
か
講
師
を
呼
ん

で
話
を
聞
こ
う
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
議
論
を
ふ
ま
え
昨
年
か
ら

は
分
散
会
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
の

分
散
会
は
４
つ
の
テ
ー
マ
で
行
う
こ

と
に
し
た
。

そ
し
て
分
会
の
皆
さ
ん
か
ら
も
報

告
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
事
で
、
明

日
に
は
参
加
し
た
約
20
分
会
か
ら
報

告
が
あ
る
。
是
非
、
職
場
の
問
題
や

決
意
表
明
、
意
見
や
思
い
を
出
し

て
も
ら
い
た
い
。

こ
の
２
日
間
で
身
の
あ
る
交
流
会

に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
持
ち
帰
っ

り
役
に
立
つ
交
流
会
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
準
備
支
部
と
し
て
仙
総
支
部
・

高
橋
書
記
長
よ
り
、
こ
の
間
行
わ
れ

た
合
理
化
事
案
や
春
闘
で
の
取
り
組

み
等
を
報
告
し
「
こ
の
よ
う
な
機
会

に
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
現
場
に
持
ち

帰
っ
て
次
の
取
り
組
み
の
糧
に
し
た

い
」
と
挨
拶
を
来
な
い
ま
し
た
。

そ
し
て
来
賓
と
し
て
仙
台
地
本
・

原
子
執
行
委
員
、
東
日
本
運
転
協
議

会
・
長
谷
川
議
長
か
ら
連
帯
の
挨
拶

に
続
き
、
本
部
・
小
池
業
務
部
長
と

東
日
本
本
部
・
矢
部
法
対
部
長
よ
り
、

国
労
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
組
織
強

化
・
拡
大
の
取
り
組
み
や
政
治
状
況

等
を
は
じ
め
と
す
る
情
勢
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

全
体
で
、
春
闘･

グ
ル
ー
プ
会
社

と
一
体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の
更
な

る
推
進
に
つ
い
て
・
二
〇
一
三
年
問

題
に
つ
い
て
の
学
習
と
共
に
、
組
織

強
化
・
の
重
要
性
の
認
識
を
深
め
合
っ

て
き
ま
し
た
。

14
日
で
は
、
分
散
会
報
告
、
各
分

会
か
ら
の
報
告
・
集
約
と
続
き
、
最

後
に
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

４
月
13
日
～
14
日
、
仙
台
市
（
作
並
）
に
お
い
て
第
８
回
東
日
本
工
作

協
議
会
学
習
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
並
び
に
東
日
本
エ
リ
ア
の
工
作

協
議
会
に
所
属
す
る
支
部
・
分
会
か
ら
約
50
名
（
支
部
か
ら
日
帰
り
・
泊

ま
り
含
め
14
名
参
加
）
が
結
集
し
、
昨
年
強
行
さ
れ
た
「
グ
ル
ー
プ
会
社

と
一
体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の
更
な
る
推
進
」
や
各
支
社
で
の
合
理
化
事

案
、
組
織
対
策
等
の
学
習
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た

４
月
25
日
（
木
）
、
仙
台
市
・
花

京
院
ス
ク
エ
ア
に
お
い
て
、
国
労
仙

台
地
本
主
催
『
４
．
25
安
全
を
検
証

す
る
集
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
二
〇
〇
五
年
４

月
25
日
に
発
生
し
た
痛
ま
し
い
Ｊ
Ｒ

西
日
本
福
知
山
線
脱
線
転
覆
事
故
を

私
た
ち
の
意
識
の
中

か
ら
風
化
さ
せ

な
い
た
め
、
二
〇
〇
六
年
４
月
に
第

１
回
目
の
集
会
を
開
催
し
（
当
日
、

郡
山
市
で
も
開
催
）
、
今
年
で
７
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

集
会
の
冒
頭
に
参
加
者
全
員
で
、

痛
ま
し
い
事
故
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
黙
祷
を
行
い
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
と
し
て
大
沼
委
員
長

か
ら
「
本
日
の
集
会
は
、
４
月
25
日

の
事
故
を
忘
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
会
社
の
経

営
施
策
、
儲
け
優
先
で
安
全
は
二
の

次
と
い
う
事
態
を
引
き
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
労
働
組
合
と
し
て
し
っ
か
り

と
チ
ェ
ッ
ク
す
る
意
味
も
込
め
、
ま

た
私
た
ち
の
運
動
の
確
認
を
し
て
い

く
日
に
し
て
ほ
し
い
。
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
中
島
副
委
員
長
よ
り
地

本
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
が

あ
り
、
次
に
仙
台
電
気
協
議
会
千
葉

議
長
よ
り
「
踏
切
鳴
動
時
に
お
け
る

交
渉
経
過
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
」
、

仙
台
運
輸
協
議
会
石
塚
議
長
か
ら
は

「
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
と
現
状
に

つ
い
て
」
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
月
27
日
（
土
）
に
塩
釜
市
・
海

浜
緑
地
公
園
に
お
い
て
、
第
84
回
メ
ー

デ
ー
塩
釜
地
方
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

司
会
の
挨
拶
、
議
長
団
選
出
に
続

き
、
主
催
者
挨
拶
で
小
野
実
行
委
員

長
は
「
私
た
ち
は
要
求
の
実
現
の
闘

い
を
組
織
さ
れ
た
労
働
組
合
と
し
て

取
り
組
み
、
そ
の
波
及
効
果
を
全
て

の
労
働
者
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
震

災
以
降
の
春
闘
に
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
挨
拶
が
行
わ
れ
、
来
賓
挨
拶
で
は

民
主
党
、
福
祉
団
体
（
ろ
う
き
ん
、

全
労
済
）
か
ら
の
挨
拶
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
披
露
、
ア
ピ
ー
ル
と
特
別
決
議
の

採
択
が
行
わ
れ
、
集
会
最
後
に
は
抽

選
会
が
あ
り
、
集
会
終
了
後
、
デ
モ

行
進
が
塩
釜
市
内
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

尚
、
こ
の
メ
ー
デ
ー
に
は
支
部
よ

り
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。


